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冬期におけるアカミミガメの交尾の一例
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2017年２月３日の冬期に淡水ガメの捕獲調査をした際に交尾中のミシシッピアカミミガメ（以下アカミミガ

メ）を発見した．冬期の捕獲調査は，胴長を着て，直接河川に入り，川底の泥の中や土手の横穴などを素

手で探り，カメを捕獲する．その調査中に，発見したカメを引き上げたところ，２匹のオスメスが連なってい

た（図１）．よく見ると，オスの膨張したペニスがメスの総排泄腔に挿入されており，交尾中であった（図２）．

発見場所は，神戸市西区岩岡町前川橋付近を流れる清水川の水深50 ㎝ほどの泥の中である．発見した

時刻（午後1時15分）の気温は12.8 度，水温は9.3 度であった．また，サイズは，雄は腹甲長155.3 ㎜，体

重761 ｇ，雌は腹甲長171.7 ㎜，体重1010 ｇでいずれも成熟サイズに達した個体であった．通常，アカミミ

ガメの求愛及び交尾は秋と春を中心に行われるとされ(Ernst and Lovich,2009)，冬期に交尾が確認され

たことは非常に興味深い．

図1．泥の中から捕獲されたアカミミガメの雄と雌
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図２．交尾中のアカミミガメ（2017年２月３日撮影）


